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アジア開発銀行のアジア経済見通し 

２０年はフィリピンとタイに厳しい見方 
アジア開発銀行（ADB）が“Asian Development Outlook (ADO) 2020”でアジア諸国の経

済成長見通しを発表した。先に発表された世界銀行の予測に比べ、フィリピン、タイに

ついては厳しい予測となる一方、ミャンマーについてはやや高めの予測となっている。 

フィリピンについては景気刺激策の効果が2021年まで持ち越すとし、タイもこれまでの

景気停滞の流れからさらに大きく落ち込み、マイナス成長と予測している。ベトナムに

ついても落ち込みは避けられないものの、依然として域内では例外的に強い成長をみせ

るとしている。 

 

また、世界景気の停滞と原油市況の低迷によって東南アジア全体のインフレ率は2020年

+1.9％、2021年+2.2％と低水準に止まるとしつつ、タイの20年については-0.9％のデフ

レーションを予測している。 

 

                                                  

 以上 

19年* 20年 21年 19年 20年 21年

ベトナム 7.0% 4.9% 7.5% 4.8% 6.8% 2.8% 3.3% 3.5%
ラオス 4.8% 3.6% 5.8% 3.5% 6.0% 3.3% 4.0% 4.5%

ミャンマー 3.0% 3.0% 6.0% 4.2% 6.8% 8.6% 7.5% 7.5%
フィリピン 5.9% 3.0% 6.2% 2.0% 6.5% 2.5% 2.2% 2.4%
カンボジア 7.1% 2.5% 5.9% 2.3% 5.7% 1.9% 2.1% 1.8%

インドネシア 5.0% 2.1% 5.6% 2.5% 5.0% 2.8% 3.0% 2.8%
マレーシア 4.3% -0.1% 6.4% 0.5% 5.5% 0.7% 1.0% 1.3%

タイ 2.4% -3.0% 4.0% -4.8% 2.5% 0.7% -0.9% 0.4%
中国 6.1% 2.3% 7.7% 2.3% 7.3% 2.9% 3.6% 1.9%

* = 推定値
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世界銀行のは基本シナリオ（新型コロナウイルスによって急減速した経済が、コロナウイルスの収束後力強く回復する場合)
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